
青色励起可能な高輝度ユウロピウム配位化合物の合成と光機能評価 

Photophysical properties of novel Eu-coordination compound under blue excitation.   
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【緒言】液晶ディスプレイのバックライト光源として, 青色 LEDに赤色および緑色蛍光体を組み

合わせたシングルチップマルチ蛍光体方式の光源開発が進められている。我々はユウロピウム配

位化合物の光増感エネルギー移動による狭帯域な高輝度赤色強発光に注目し, ディスプレイ用蛍

光体としての新規の蛍光体創製を行っている。本研究では, 青色光励起が可能な赤色蛍光体の候

補物質として新規配位化合物を設計合成し, その基礎光物性について検討を行ったので報告する。 

【実験方法】4,4'-Dibromooctafluorobiphenyl と Chlorodiphenylphosphine を原料に BuLi によりカッ

プリング合成を行い二座架橋配位子である Fdpbpを得た。また前駆体物質[1]となる Eu(ntfa)3(H2O)2

を合成し, 両化合物で構成された新規な希土類配位化合物を得るため, Fdpbp 及び Eu(ntfa)3(H2O)2

を用いて 65℃, 12 時間の加熱還流により錯形成反応を行い, 黄色味がかった粉体試料を得た。得

られた化合物は ESI-MS, IR, XRDにより多角的に構造推定を行なった。物性評価として TG-DSC

による熱物性評価を行い発光励起スペクトルの測定を行なった。また発光寿命および量子収率の

測定により輻射・無輻射速度定数を求め既知物質との比較を行うことで赤色蛍光体としての検討

を行なった。 

【結果及び考察】 XRD測定の結果, 得られた粉体試料

には結晶性はなかった。ESI-MS を用いた構成部位のフ

ラグメント解析から予測された構造は Fig. 1に示す 2つ

の希土類間が2つの架橋配位子で架橋された二核錯体構

造 (Fig. 1, [Eu(ntfa)3Fdpbp]2) であることが推定された。

次に得られた生成物の発光・励起スペクトルを Fig. 2に

示す。発光はユウロピウム由来の強発光が確認できる。

また目的とする有機配位子からの光増感エネルギー移

動を確認することができ青色帯域の励起で赤色強発光

を示す新規な発光物質を得ることに成功した。熱分解温

度を測定したところ分解温度は T= 250℃と前駆体錯体

の 200℃と比較して向上がみられ，青色帯励起が可能な

分子発光体を合成することに成功した。 
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Fig2. Excitation (λem=615 nm) and emission 
(λex=380 nm) spectra of [Eu(ntfa)3Fdpbp]2 

Fig1. Structural formula of [Eu(ntfa)3Fdpbp]2 
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